
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】
令和４年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践
（学習内容の定着に向けた、
　一人一台端末を活用した授業実
践）

●学力向上対策評価シートに示した
マイプランの成果指標を達成した教
師90％以上
○一人一台端末を使って考えを交流
しながら、考えを深めたり広げたりす
ることができたと回答した児童が８
０％以上

・教職員間でマイプランを共有する。
・授業実践により、取組の推進を図
る。
・一人一台端末の活用についてスキ
ルアップを図る研修会を実施する。

・ ・ ・

○学習のきまりを身に付ける教育活
動

○久保泉小の学習のきまり４項目を
守って学習することができたと回答し
た児童９０％以上

・学習のきまりを周知させる。
・学びの強化習慣を設定し、できてい
る基準を児童に示し、自己評価につ
なげる。

●児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊か
な心を身に付ける教育活動

○友達の立場に立って，思いやりのあ
る「ぽかぽか言葉」を使っていると回
答した児童が９０％以上
○，どんな友達にも同じような気持ち
で話したり関わったりしていると回答
した児童が９０％以上

・人権・同和教育の視点に立った授業
を実施する。
・授業参観にふれあい道徳を実施す
る。
・全校や学年グループ単位で参加体
験型の人権教室・集会を年間７回実
施する。

・ ・ ・

●いじめの早期発見、早期対応体制
の充実

○いじめ防止等（いじめの定義，いじ
めの防止等のための取組，事案対処
等）について組織的対応ができてい
ると回答した教員９０％以上

・いじめの対応マニュアルを基に職員
研修を実施し，体制を共通理解する。
・なかよしアンケートやいじめアンケー
トをの結果を全職員で共有し，いじめ
の早期発見と児童の実態把握に努め
る。
・いじめを覚知したら，いじめ防止対
策委員会を開き，情報を共有し対応
する。

・ ・ ・

◎児童生徒が夢や目標を持ち，その
実現に向けて意欲的に取り組もうとす
るための教育活動

〇自分の身近な目標に向かって，努
力することができていると思う」と回答
した児童９０％以上

・キャリアパスポート等を活用し，各学
期のめあてを設定する。また，学期の
途中や終わりにふりかえりをし，自分
自身の成長を確かめる。
・様々な機会に「出番」「承認」を与え
る。

・ ・ ・

●健康・体つくり

●望ましい生活習慣の形成 ○基本的な生活習慣である「早ね早
起き」「朝ごはん」「身だしなみ」がで
きていると回答した児童９０％以上

・基本的な生活習慣をチェックするま
なざし習慣を設定し、親子で生活を
振り返る。

・ ・ ・

●心の教育

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 久保泉小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１　前年度

　　評価結果の概要

・保護者アンケートや児童アンケートの結果は、今年度も概ね良好な評価だった。しかし、新型コロナウイルス感染症予防のため、学校の取組の制限や授業参観の自粛などで保護者や地域の方々へ学校の様子を十分伝えることができな
かった。学力向上の面では、学力調査の結果から学年の課題が明確になった。次年度は、その課題を踏まえて全職員による共通理解による共通実践をさらに進め、学力向上を目指したい。心の教育、健康・体つくり、特別支援教育にお
いても、様々な研修の機会を捉えて教師一人一人の指導力を向上させていきたい。さらに、小規模校の特徴を生かして連絡・連携を密に目標達成に向けて全員の力を結集させるとともに、コミュニティ・スクールとして、学校と地域の
結びつを強め、地域全体で子どもたちを育てる機運をより高めていきたい。ンケートの結果は、今年度も概ね良好な評価だった。しかし、新型コロナウイルス感染症予防のため、学校の取組の制限や授業参観の自粛などで保護者や地域
の方々へ学校の様子を十分伝えることができなかった。学力向上の面では、学力調査の結果から学年の課題が明確になった。次年度は、その課題を踏まえて全職員による共通理解による共通実践をさらに進め、学力向上を目指したい。
心の教育、健康・体つくり、特別支援教育においても、様々な研修の機会・場を捉えて教師一人一人の指導力を向上させていきたい。さらに、小規模校の特徴を生かして連絡・連携を密に目標達成に向けて全員の力を結集させるととも
に、コミュニティ・スクールとして、学校と地域の結びつを強め、地域全体で子どもたちを育てる機運をより高めていきたい。

２　学校教育目標
夢をもち進んで学ぶ　心やさしい子どもの育成
 かしこい子（基礎学力、問題解決力、論理的思考力）　やさしい子（思いやり、規範意識、郷土愛）　たくましい子（ねばり強さ、礼儀・あいさつ、心身の健康）

３　本年度の重点目標

◆[雄飛学園「めざす１５歳の姿」]を目指して、雄飛学園教育を推進する。
◆学力向上を図る
◆命と人権教育を推進する。
◆「雄飛学園メソッド」に基づいた生活習慣や規律ある行動の定着をめざす。
◆子どもへのまなざし運動と市民性を育む地域と連携した教育を推進する。



様式１（小・中）

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外
在校等時間の上限を遵守する。
○見通しをもって業務を進めることが
できた（スーパー定時退勤日に帰るこ
とができた）と回答した職員９０％以
上

・長期、短期ごとに業務の内容を見通
して計画を立て、可視化する。業務の
優先順位と退勤時刻を決め、効率よく
業務を進める。
・月に一度、スーパー定時退勤日を設
定する。

・ ・ ・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○特別支援に関する専門性が向上した
教員９０％以上

・児童支援会議を毎月実施し，支援
が必要な児童の共通理解を図る。
・特別支援教育の職員研修を計画的
に実施し，職員一人一人の専門的理
解を深める。

・ ・ ・

○地域連携

○まなざし運動と市民性を育む教育の
充実

○地域の人，もの，ことへの関心が高まっ
た，または，地域のことを再発見したと回
答する児童が９０％以上
○地域の人，もの，ことに関わる活動を
進めることができたと回答する教職員が
９０％以上

・総合的な学習の時間のねらいを職
員全体で共有し，ふるさとに根ざした
学習活動を展開する。
・学習や行事に地域の人が積極的に
参画できる計画を立てる。地域教育
コーディネーターや運営協議会の委
員と話し合いの場をもち，情報を共有
しながら内容を吟味し，実践する。

・ ・ ・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


